
安
曇
野
は
、
豊
か
な
自
然
に
抱
か

れ
、
歴
史
や
文
化
に
恵
ま
れ
た
田
園

都
市
で
す
。
こ
の
地
が
、
市
民
を
は

じ
め
、
旅
人
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
こ
れ
ら
の
優
れ
た
景
観
資

源
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
さ
ら
に
積
極
的
な
景
観

づ
く
り
活
動
を
進
め
る
た
め
、
本
年

度
か
ら
「
景
観
計
画
」
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
景
観
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
基
本
的
な
方
針
、
行
為
の

制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
景
観
重
要
建
造

物
、
景
観
重
要
樹
木
、
景
観
協
議
会
、

景
観
協
定
な
ど
の
規
制
誘
導
の
仕
組

み
や
住
民
参
加
の
仕
組
み
な
ど
も
該

当
区
域
で
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

市
民
が
地
域
の
景
観
に
愛
着
と
誇
り

を
持
っ
て
生
活
で
き
、
訪
れ
る
人
も

満
足
で
き
る
、
魅
力
的
な
都
市
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
な
動
き

　

ま
ず
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
「
景
観
計
画
策
定
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
す
。

委
員
会
で
は
、景
観
育
成
の
方
針
、

目
標
、
行
為
の
制
限
な
ど
を
広
く
検

討
し
ま
す
。
委
員
は
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
策
定
の
透
明
性
や
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
景
観
関
係
団
体
を
始

め
、
推
薦
や
公
募
で
選
ば
れ
た
人
を

選
任
し
ま
す
。
そ
し
て
、
市
の
現
状

把
握
・
整
理
、
課
題
の
抽
出
と
と
も

に
、市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
聞
き
、

発
表
や
説
明
の
機
会
を
設
け
て
、
基

本
方
針
案
、
計
画
案
を
策
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。

公
募
委
員
の
募
集

　

景
観
計
画
策
定
委
員
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
25
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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都
市
計
画
に
関
す
る
土
地
利
用
市

民
検
討
委
員
会
（
宮
澤
正
士
会
長
）

は
3
月
18
日
、
市
の
統
一
し
た
土
地

利
用
管
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市

長
へ
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
の
土
地
利
用
の
管
理
手

法
は
、
異
な
る
3
つ
の
制
度
で
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
豊
科
地

域
が
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
区
域
区

分
（
線
引
き
制
度
）、
穂
高
地
域
が

ま
ち
づ
く
り
条
例
、
そ
の
他
の
地
域

は
線
引
き
制
度
や
条
例
な
ど
の
規
制

が
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
18
年
か
ら
、
各
種
団

体
や
公
募
委
員
に
よ
る
「
都
市
計
画

に
関
す
る
市
民
検
討
委
員
会
」
と
都

市
計
画
の
専
門
家
に
よ
る
「
土
地
利

用
構
想
調
査
専
門
委
員
会
」
を
設
置

し
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

こ
の
う
ち
市
民
検
討
委
員
会
は
、

約
１
年
半
の
間
、
の
べ
35
回
に
わ
た

る
検
討
を
重
ね
、
土
地
利
用
の
3
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
、
目
指
す
ま
ち

の
姿
を
「
既
存
市
街
・
集
落
周
辺
へ

の
集
約
重
視
の
ま
ち
」と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
土
地
利
用
11
の
原
則
を
ま
と

め
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
よ
り
具
体

化
し
た
土
地
利
用
基
本
区
域
（
ま
ち

の
か
た
ち 

下
図
）
を
設
定
し
、「
こ

の
提
言
が
具
体
的
な
制
度
の
選
択
や

設
計
に
反
映
さ
れ
『
立
地
・
用
途
』

『
形
態
』『
住
民
参
加
』
の
3
つ
の
観

点
か
ら
適
切
な
ル
ー
ル
や
し
く
み
が

制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
切

望
し
て
い
る
」と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
提
言
内
容
が
達
成
で
き

る
制
度
選
択
を
平
成
20
年
度
前
半
ま

で
に
決
定
し
、
詳
細
な
制
度
設
計
、

都
市
計
画
の
基
本
方
針
（
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）、
景
観
計
画
な
ど
の
策
定

を
行
い
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
統
一

し
た
土
地
利
用
制
度
の
運
用
を
図
る

予
定
で
す
。
提
言
書
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ま
た
、
豊
科
総
合
支
所
内
都
市

計
画
課
（
豊
科
総
合
支
所
内
）
で
も

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
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景観計画の中で考えていきたいこと

● 地域の景観資源

● 景観を阻害しているものと、その改善の方法

● 市民に親しまれている風景の把握

● 市民と行政が協力して進める景観育成のあり方

「景観」とは、街並みやたたずまい

など、眺める対象を示す「景」とい

う字と、眺める主体となる人間の感

覚を表す「観」という字が組み合わ

された言葉。景観の要素は身近なも

ので構成され、目に見える緑や建物

などのほか、花の香り、小川のせせ

らぎ、雪の冷たさなど視覚以外で感

じられる要素も含まれます。

景観とは

安
曇
野
の
景
観
を
育

は
ぐ
く

み
、未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
―
。

～
景
観
計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
～

統
一
し
た
土
地
利
用
管
理
に
向
け
て

～
提
言
書
提
出
さ
れ
る
～

景観計画土地利用
提言書

「まちのかたち」基本図

Ａ区域：地域の拠点として積極的かつ計画的に開発を進めていく。

Ｂ区域：農地の中に広がる比較的大きな集落で、無秩序な宅地等

の拡散を防ぐ区域

Ｃ区域：B区域以外の農地に散在する比較的規模の小さい集落で

一定の条件を満たす開発に限定して許容する。

Ｄ区域：工業等を集積していく区域

Ｅ区域：別荘地・観光地としての機能を重視する区域

Ｆ区域：山間居住地として保持していく区域

注 1）各区域は、基本的に区域を明確に地形地物（道路・水路等）で分けていく。

注 2）B区域の区域設定は今後、制度の詳細化と合わせて設定をしていく。

提言書を手渡す宮澤会長


